
―
一、

E

刑

務

所

度
の
専
門
演
習
I
及
び

11
の
受
講
生
を
引
率
し
た
。

本
号
で
は
、
平
成
二
六
年
（
二
0
一
四
年
）
に
訪
問
し
た
施
設
の
見
学
記
録
を
掲
載
す
る
。
同
年
に
訪
問
し
た
施
設
は
、

E
刑
務
所
及
び

F
地
方
検
察

庁
で
あ
る
。

E
刑
務
所
の
参
観
は
、
同
年
八
月
に
行
な
っ
た
。

F
地
方
検
察
庁
の
訪
問
は
同
年
一

0
月
に
行
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
私
の
担
当
す
る
同
年

E
刑
務
所
は
、
処
遇
指
標
A
の
受
刑
者

（犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
者
）
を
収
容
す
る
刑
務
所
で
あ
る
。
E
刑
務
所
は
、

P
F
I

(P
r
i
v
a
t
e
 F
i
n
a
n
c
e
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施
設
見
学
記
録

（平
成
二
六
年
分
）

習
障
害
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。

訓
練
に
重
点
を
置
い
た
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

刑
務
所
と
は
異
な
り
、
公
務
員
と
民
間
職
員
が
協
働
し
て
運
営
に
当
た

っ
て
い
る
。

特
別
目
的
会
社
の
職
員
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
刑
務
所
周
辺
の
居
住
者
で
あ
る
。

（
開
設
一
年
目
は
除
く
。
以
下
同
じ
）
。
受
刑
者
の
平
均
年
齢
は
、

（六
七
0
)

Initiative)

方
式
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
、
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
で
見
受
け
ら
れ
る
民
間

民
間
事
業
者
は
、
こ
の
刑
務
所
を
運
営
す
る
た
め
に
特
別
目
的
会
社

(S
p
e
c
i
a
l
P
u
r
p
o
s
e
 C
o
m
p
a
n
y
)

を
設
立
し
、
民
間
職
員
を
雇
用
し
て
い
る
。

収
容
定
員
に
対
す
る

―
二
月
三
一

日
現
在
の
被
収
容
者
数
の
割
合
は
、
平
成
二
0
年

（二

0
0
八
年
）
に
九
割
を
超
え
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
七

四

一
歳
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
受
刑
者
を
罪

名
別
に
見
る
と
、
年
に
よ
っ
て
順
序
に
若
干
の
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
、
窃
盗
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
等
、
詐
欺
等
、
強
盗
等
、
傷
害
等
の

他
の
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
同
様
、
特
化
ユ
ニ

ッ
ト
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
対
象
者
は
、
精
神
疾
患
や
知
的
障
害
の
受
刑
者
で
あ

る
。
精
神
疾
患
を
有
す
る
受
刑
者
に
対
し
て
は
認
知
行
動
療
法
に
重
点
を
置
い
た
指
導
を
行
な
い
、
知
的
障
害
を
有
す
る
受
刑
者
に
対
し
て
は
生
活
技
能

特
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
受
刑
者
の
う
ち
、
知
的
障
害
又
は
境
界
級
に
あ
る
者

（
い
ず
れ
も
疑
い
を
含
む
）

の
割
合
は
、

三
七
％
乃
至
四
九
％
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
精
神
障
害
と
し
て
、
開
設
当
初
は
気
分
障
害

（抑
鬱
状
態
を
含
む
）
が
最
も
多
か
っ
た
も
の
の
、
近
時
、
広
範
性
発
達
障
害

・
学

受
刑
者
の
う
ち
、
特
化
ユ
ニ

ッ
ト
の
受
刑
者
が
占
め
る
割
合
は
、

八
％
台
乃
至
―

二
％
台
で
あ
る
。
特
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
受
刑
者
の
平
均
年
齢
は
、
四

0

歳
台
乃
至
四
三
歳
台
で
推
移
し
て
お
り
、
他
の
受
刑
者
と
大
き
な
差
異
は
な
い
。
特
化
ユ
ニ
ッ
ト
の
受
刑
者
を
罪
名
別
に
見
る
と
、
年
に
よ
っ
て
順
序
に

若
干
の
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
、
窃
盗
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
等
、
強
盗
、
詐
欺
等
又
は
偽
害
等
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
受
刑
者
と
若

干
の
差
異
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
窃
盗
と
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
等
が
目
立
つ
状
況
に
変
わ
り
が
な
い
。

比
較
的
新
し
い
施
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
共
同
室
の
総
定
員
は
収
容
定
員
の
二
割
に
留
ま
り
、
単
独
室
が
同
八
割
を
占
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
居

順
と
な

っ
て
い

る
。

割
台
乃
至
八
割
台
で
推
移
し
て
い
る



抱
い
た
。

様
子
を
参
観
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
な
く
、
大
変
残
念
で
あ
っ
た
。

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、

室
等
の
鉄
格
子
、
施
錠
、

カ
メ
ラ
等
は
通
常
の
刑
務
所
と
特
段
の
差
が
な
い
。

参
観
中
、
民
間
職
員
が
受
刑
者
が
出
役
中
の
居
室
内
で
保
管
私
物

（刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
四
八
条
）

居
室
の
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
受
刑
者
が
自
由
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
選
択
を
行
な
う
の
は
順
番
と
し
て
い
る
。

特
別
面
会
室
に
は
、
電
話
に
よ
る
通
信

（同
法
一
四
六
条
）
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
プ
レ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

一
般
的
な
処
遇
指
標

A
の
受
刑
者
を
収
容
す
る
刑
務
所
に
比
べ
て
、
問
題
性
の
特
に
小
さ
い
受
刑
者

（
い
わ
ゆ
る

S
A
指
標
）

一
般
的
な
刑
務
所
と
作
業
の
雰
囲
気
等
が
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て
参
観
に
臨
ん
だ
。
ま
た
、

特
化
ユ
ニ

ッ
ト
の
受
刑
者
が
ど
の
よ
う
な
作
業
を
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
行
な
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
依
頼
文
書
で
工
場
で
の
作
業
の
様
子
を
参
観
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
た
も
の
の
、
刑
務
所
側
の
都
合
に
よ
り
、
工
場
で
作

業
を
し
て
い
る
受
刑
者
の
様
子
は
全
く
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
他
の
刑
務
所
に
お
い
て
、

ま
た
、
参
観
時
に
垣
間
見
た
民
間
職
員
に
対
す
る
公
務
員
の
立
居
振
舞
い
や
、
参
観
前
後
の
当
方
と
の
や
り
取
り
に
お
い
て
、
官
民
の
連
携
に
懸
念
を

官
民
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、
幾
多
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
官
民
の
連
携
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
受
刑

者
処
遇
に
も
悪
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
今
後
の
向
上
に
期
待
し
た
い
。

三
、
F
地
方
検
察
庁

ま
ず
、
執
行
担
当
の
方
か
ら
お
話
を
伺

っ
た
。
刑
の
執
行
に
関
す
る
事
務
と
し
て
、

①

判
決
内
容
の
確
認
、

②

裁
判
書
の
点
検
、

③

判
決
確
定
の

常
勤
の
医
師
は
、
内
科
と
精
神
科
の

二
名
で
あ
る
。

な
っ
て
い
る
様
子
を
観
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
法
第
六
五
巻

二
号

の
受
刑
者
を
収
容
し
て

工
場
で
作
業
を
し
て
い
る
受
刑
者
の

一
四

（六
六
九
）

の
検
査
を
行



＊
 

施
設
見
学
記
録
（
平
成
二
六
年
分
）

上
げ
ま
す
。

一
五

（
六
六
八
）

引
き
続
い
て
、
徴
収
担
当
の
方
か
ら
お
話
を
伺

っ
た
。
①

仮
納
付
、
②
督
促
、
③
納
付
延
期
の
許
可
、
④

⑥
労
役
場
留
置
者
の
傾
向
、
⑧
懲
役
受
刑
者
の
資
格
移
動
、
⑨
訴
訟
費
用
の
予
納
等
の
実
務
に
つ
い
て
、
事
前
に
送
付
し
た
質
問
へ
の
回
答
を
中
心

御
多
忙
の
折
、
参
観
及
び
訪
問
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た

E
刑
務
所
及
び

F
地
方
検
察
庁
の
職
員
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し

に
詳
細
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

確
認
等
が
あ
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
た
。

一
部
納
付
の
許
可
、
①
差
押
え
、


